
(57)【要約】

【目的】　薄膜トランジスタアレイ製造工程において導

体層を形成するステップを用いて、静電破壊の効果を除

去する薄膜トランジスタアレイの製造方法および装置を

提供する。

【解決手段】　この方法は、２段階のフォトマスク製造

工程を用いる。先に第１段階フォトマスク製造工程によ

り、基板上に形成された導体層をパターン化して、第１

パターンを形成し、この第１パターンが数個の独立回路

および前記各独立回路を接続する連結部を含むことによ

って、同一の導体層を接続させて等しい電位とするとと

もに、基板端部に先端放電構造を製造することができる

。その後、次の一層の導体層を形成する前に、第２段階

フォトマスク製造工程により、第１パターンの連結部を

全て取り除いて、第２パターンを形成して、第２パター

ン中に独立回路のみを残す。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 上 に 第 １ 導 体 層 を 形 成 し ；
　 前 記 第 １ 導 体 層 を パ タ ー ン 化 し て 、 複 数 個 の 第 １ 独 立 回 路 お よ び 前 記 複 数 個 の 第 １ 独 立
回 路 を 接 続 す る 複 数 個 の 第 １ 連 結 部 を 形 成 し ；
　 前 記 第 １ 導 体 層 中 の 前 記 複 数 個 の 第 １ 連 結 部 を 取 り 除 き ；
　 前 記 第 １ 導 体 層 上 に 第 １ 絶 縁 体 を 形 成 し ；
　 前 記 第 １ 絶 縁 体 上 に 第 ２ 導 体 層 を 形 成 し ；
　 前 記 基 板 上 に 、 第 ２ 絶 縁 層 が 複 数 個 の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 有 す る よ う に 第 ２ 絶 縁 層 を 形
成 し ； お よ び
　 前 記 第 ２ 絶 縁 層 上 に 複 数 個 の 画 素 電 極 を 形 成 し て 、 前 記 複 数 個 の 画 素 電 極 が 前 記 複 数 個
の コ ン タ ク ト ホ ー ル に よ り 前 記 第 ２ 導 体 層 と 電 気 的 に 連 続 さ れ る こ と を 含 む こ と を 特 徴 す
る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 独 立 回 路 が 、 複 数 個 の ゲ ー ト お よ び 複 数 本 の 前 記 ゲ ー ト と 接 続 す る ス キ ャ ン ラ イ
ン を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ 独 立 回 路 が 、 複 数 個 の ソ ー ス /ド レ イ ン お よ び 複 数 本 の 前 記 ソ ー ス /ド レ イ ン と 接
続 す る デ ー タ ラ イ ン を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 導 体 層 を パ タ ー ン 化 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 基 板 端 部 に 先 端 放 電 構 造 を 形 成 し 、 前
記 先 端 放 電 構 造 が 向 き 合 う 或 い は 交 錯 す る 先 端 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ 導 体 層 を パ タ ー ン 化 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 基 板 端 部 に 先 端 放 電 構 造 を 形 成 し 、 前
記 先 端 放 電 構 造 が 向 き 合 う 或 い は 交 錯 す る 先 端 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 導 体 層 を パ タ ー ン 化 し て 、 第
１ パ タ ー ン を 形 成 し 、 前 記 第 １ パ タ ー ン が 複 数 個 の 独 立 回 路 お よ び 前 記 複 数 個 の 独 立 回 路
を 接 続 す る 複 数 個 の 連 結 部 を 含 み 、 前 記 導 体 層 を 接 続 さ せ て 等 し い 電 位 と し ； お よ び
　 第 ２ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 、 前 記 第 １ パ タ ー ン の 前 記 複 数 個 の 連 結 部 を 取 り
除 く こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 導 体 層 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ パ タ ー ン を 形 成 す る と 同 時 に 、 先 端 放 電 構 造 を 形 成 し 、 前 記 先 端 放 電 構 造 が 向 き
合 う 或 い は 交 錯 す る 先 端 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 導 体 層 を パ タ ー ン 化
す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
複 数 個 の 向 き 合 う 或 い は 交 錯 す る 先 端 部 を 含 む 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ 基 板 に 形 成 さ れ た 静 電 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 放 電 部 が 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 の 端 部 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に
記 載 の 静 電 防 止 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
複 数 個 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ； お よ び
　 複 数 個 の 向 き 合 う 或 い は 交 錯 す る 先 端 部 が 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 端 部 に 位 置 し て い
る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 静 電 防 止 装 置 を 備 え た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ (thin film transistor array、 略 称 TFT array)
の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 静 電 破 壊 (electrostatic discharge、 略 称 ESD)を 除 去 す る こ と
が で き る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 低 電 圧 操 作 、 放 射 線 散 乱 が な い 、 重 量 が 軽 い 、 お よ び 体 積 が
小 さ い 等 の 伝 統 的 な ブ ラ ウ ン 管 (cathode ray tube、 略 称 CRT)で 製 造 さ れ た デ ィ ス プ レ イ
装 置 が 達 成 で き な い 特 徴 を 有 し て い る の で 、 そ の 他 の フ ラ ッ ト 式 デ ィ ス プ レ イ 装 置 、 例 え
ば プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 お よ び エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス (electroluminance)デ ィ ス
プ レ イ 装 置 と 共 に 、 近 年 来 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 研 究 の 主 要 な 課 題 と な り 、 更 に ２ １ 世 紀 の
デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 主 流 と 見 な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 直 に 画 素 電 極 (pixel electrode)区
域 に ト ラ ン ジ ス タ (transistor)ま た は ダ イ オ ー ド (diode)等 の ア ク テ ィ ブ エ レ メ ン ト (acti
ve element)を 形 成 し て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 書 き 込 み を 制 御 す る 。 そ の う ち
、 ま た 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 現 在 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 主 流
の １ つ と 見 な さ れ る 。 画 素 電 極 区 域 が 選 択 の 状 態 の 場 合 に は （ 即 ち “ ON” の 状 態 ） 、 信 号
は こ の 画 素 上 に 書 き 込 ま れ る 。 画 素 電 流 が 非 選 択 の 状 態 の 場 合 に は （ 即 ち “ OFF” の 状 態
） 、 電 気 容 量 が 液 晶 の 駆 動 を 維 持 で き る 電 位 を 貯 蔵 す る 。 こ の た め 、 液 晶 と 駆 動 時 間 と は
、 静 態 (static)の 特 性 を 現 す 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 現 行 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 製 造 工 程 に お い て 、 静 電 破 壊 は 一 貫 し て 深 く 関 心 を 集 め る 問 題
で あ る 。 な ぜ な ら 、 静 電 破 壊 は 電 子 部 品 生 命 の い か な る 段 階 に お い て も 発 生 す る か ら で あ
り 、 例 え ば 、 デ ジ タ ル 電 子 素 子 は 、 製 造 、 運 送 、 貯 蔵 お よ び 使 用 中 の 全 て に お い て 静 電 破
壊 を 受 け 易 い 。 従 っ て 、 静 電 破 壊 を い か に 効 果 的 に 除 去 し て 生 産 率 を 高 め る か は 、 業 界 が
努 力 し 続 け て き た 目 標 で あ る 。 現 有 の 技 術 は 、 静 電 除 去 装 置 を 利 用 し て 静 電 破 壊 の 効 果 を
低 減 し て い た 。 し か し 、 こ の 方 法 は 、 静 電 破 壊 の 発 生 を 比 較 的 容 易 に 有 す る 設 備 内 に イ オ
ナ イ ザ ー (ionizer)を 備 え 付 け お り 、 そ の 操 作 原 理 と は 、 交 流 電 流 (alternating current
、 略 称 AC)ま た は 直 流 電 流 (direct current、 略 称 DC)の 方 式 に よ っ て 、 正 イ オ ン 、 負 イ オ
ン を 交 替 で 発 生 さ せ 、 供 給 さ れ た 大 量 の イ オ ン を 利 用 し て 目 的 物 に 帯 び て い る 静 電 を 低 減
ま た は 除 去 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 記 の 静 電 除 去 装 置 は 、 一 定 時 間 使 用 し た 後 、 静 電 除 去 装 置 の プ ロ ー ブ ピ ン が
消 耗 品 で あ る た め に 衰 弱 現 象 を 有 す る こ と が よ く あ り 、 手 入 れ と 補 修 が 容 易 で な い ば か り
で な く 、 静 電 検 出 装 置 で 常 に 校 正 す る 必 要 が あ り 、 コ ス ト が 非 常 に 高 く な る こ と を も た ら
す 。 さ ら に 、 多 数 の 静 電 除 去 装 置 は 、 過 量 の 正 イ オ ン ま た は 負 イ オ ン を 供 給 し て し ま い 、
目 的 物 が 反 極 性 電 荷 を 帯 び る 現 象 を 生 じ る 。 こ の 他 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 製 造 工 程 中 の 一
部 は 、 高 温 製 造 工 程 (製 造 工 程 温 度 ＞ 500℃ )に 属 し 、 静 電 除 去 装 置 は 長 期 に わ た っ て 高 温
中 で 作 動 す る こ と が で き な い の で 、 高 温 製 造 工 程 中 に 静 電 破 壊 の 影 響 を 受 け な い と 保 障 す
る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 静 電 破 壊 の 発 生 を 防 止 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造
方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の も う １ つ の 目 的 は 、 公 知 の 静 電 除 去 装 置 を 用 い る こ と に よ る 消 費 コ ス ト を 下
げ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の も う １ つ の 目 的 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 高 温 製 造 工 程 に お い て 静 電 破 壊 の 影
響 を 受 け な い こ と を 確 保 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 お よ び そ の 他 の 目 的 に 基 づ き 、 こ の 発 明 は 、 導 体 層 を パ タ ー ン 化 す る 方 法 を 提 出 す
る も の で あ っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 製 造 工 程 に お い て 適 用 さ れ 、 こ の 方 法 は 、 ２ 段 階 式
の フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 を 用 い 、 そ の う ち １ 段 階 ご と の フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 は 、 例 え ば
、 フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 布 、 ソ フ ト ベ イ ク 、 ハ ー ド ベ イ ク 、 露 光 、 定 着 、 現 像 、 エ ッ チ ン グ 等
の ス テ ッ プ を 介 す る こ と に よ っ て 導 体 層 を パ タ ー ン 化 す る 。 こ の 発 明 は 、 ま ず 第 １ 段 階 フ
ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 導 体 層 を パ タ ー ン 化 し て 、 第 １ パ タ ー ン
を 形 成 し 、 こ の 第 １ パ タ ー ン は 、 複 数 個 の 独 立 回 路 お よ び 前 記 各 独 立 回 路 を 接 続 す る 連 結
部 を 含 み 、 同 一 導 体 層 を 接 続 さ せ て 等 し い 電 位 と す る 。 そ の 後 、 次 の 導 体 層 を 形 成 す る 前
に 、 第 ２ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 、 第 １ パ タ ー ン の 連 結 部 を 取 り 除 い て 、 第 ２ パ
タ ー ン を 形 成 し 、 第 ２ パ タ ー ン 中 に 独 立 回 路 の み を 残 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 さ ら に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 を 提 出 す る も の で あ っ て 、 基 板
上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ を 形 成 す る の に 適 し て お り 、 基 板 上 に 第 １ 導 体 層 を 形 成 し て
、 上 記 の ２ 段 階 式 フ ォ ト マ ス ク に 基 づ き 、 ゲ ー ト 等 を 含 む 独 立 回 路 お よ び 前 記 の 各 独 立 回
路 を 接 続 す る 連 結 部 を 形 成 す る た め に 、 ま ず 第 １ 導 体 層 を パ タ ー ン 化 す る 。 そ の 後 、 第 １
導 体 層 中 の 連 結 部 を 取 り 除 い て 、 基 板 上 に 第 １ 絶 縁 層 を 形 成 し 、 続 い て 、 第 １ 絶 縁 層 上 に
第 ２ 導 体 層 を 形 成 し た 後 に 、 ２ 段 階 式 の フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に 基 づ き 、 ソ ー ス /ド レ イ
ン 等 を 含 む 独 立 回 路 お よ び 前 記 の 各 独 立 回 路 を 接 続 す る 連 結 回 路 を 形 成 す る た め に 、 第 ２
導 体 層 を パ タ ー ン 化 し 、 第 ２ 導 体 層 中 の 連 結 部 を 取 り 除 く 。 そ の 後 、 基 板 上 に 数 個 の コ ン
タ ク ト ウ イ ン ド ー を 有 す る 第 ２ 絶 縁 層 を 形 成 し て 、 第 ２ 絶 縁 層 上 に 数 個 の 画 素 電 極 を 形 成
し 、 画 素 電 極 を コ ン タ ク ト ウ イ ン ド ー に よ り 第 ２ 導 電 層 の ソ ー ス /ド レ イ ン と 電 気 的 に 連
続 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 他 に 静 電 破 壊 を 除 去 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ を 提 出 す る も の で あ っ て
、 基 板 端 部 に 先 端 放 電 構 造 を 製 造 し て い る 。 こ の 先 端 放 電 構 造 は 、 ２ つ の 向 き 合 う 或 い は
互 い に 交 錯 す る 先 端 部 を 含 ん で い る 。 こ の 先 端 放 電 構 造 は 、 基 板 端 部 に 設 置 さ れ て い る の
で 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 主 要 な 回 路 に 影 響 が な い 場 合 、 先 端 放 電 の 原 理 に よ り 環 境
中 に 誘 発 さ れ て 累 積 し た 静 電 電 位 を 分 担 な ら び に 下 げ て 、 基 板 の 電 位 を 下 げ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 静 電 破 壊 の 発 生 原 因 お よ び 破 壊 モ デ ル に 対 す る も の で あ っ て 、 製 造 工 程 面
か ら 積 極 的 に 改 良 し 、 あ ら ゆ る 導 体 層 を 接 続 さ せ て 等 し い 電 位 と す る と と も に 、 基 板 端 部
に 先 端 放 電 構 造 を 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 こ の 発 明 の 全 製 造 工 程 で 行 な う 連 続
式 の 保 護 に よ っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 そ の も の の 静 電 破 壊 に 対 す る 忍 耐 能 力 を 強 化 す
る こ と が で き 、 さ ら に 、 製 造 工 程 中 の 静 電 破 壊 の 発 生 を 除 去 す る と と も に 、 生 産 率 を 高 め
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 の 上 記 お よ び そ の 他 の 目 的 、 特 徴 、 お よ び 長 所 を 更 に 簡 単 で 分 か り 易 く す る た
め 、 好 適 な 実 施 例 を 挙 げ る と と も に 図 面 に 基 づ い て 、 以 下 の 通 り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 製 造 工 程 で 、 ま ず 全 て の 導 体 層 を 接 続 さ せ て 等 し い 電 位
と し 、 基 板 端 部 に 静 電 防 止 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 は 、 後 続 の 製 造 工 程 中
で 、 局 部 域 の 静 電 効 果 が 導 体 層 中 の 各 独 立 回 路 間 の 電 位 差 過 大 を も た ら す こ と に よ る ア ー
ク 放 電 の 発 生 が な い こ と を 確 保 で き る 以 外 、 基 板 全 体 の 導 体 層 も こ の 先 端 放 電 構 造 に よ り
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環 境 で 誘 発 さ れ て 累 積 し た 静 電 電 位 を 分 担 な ら び に 下 げ て 、 静 電 破 壊 (electrostatic dis
charge、 略 称 ESD)を 除 去 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 次 の 一 層 の 導 体 層 が 形 成 さ れ る 前 に
、 導 体 層 中 の 前 記 独 立 回 路 を 接 続 す る 連 結 部 を 再 び 取 り 除 く 。 ま た 、 次 の 一 層 の 導 体 層 設
計 も 同 様 の 方 式 に よ り 静 電 破 壊 の 防 止 を す る こ と が で き る の で 、 こ の 発 明 の 方 法 は 、 各 素
子 お よ び 製 造 工 程 設 計 の 組 合 せ 応 用 に 合 わ せ る こ と が で き 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 製 造 方 法
上 で 限 定 す る も の で は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (thin film transistor、
略 称 TFT)ア レ イ (array)に 基 づ く 製 造 工 程 ス テ ッ プ 図 で あ り 、 そ の う ち 各 導 体 層 は 、 ２ 段
階 の フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 製 造 さ れ 、 １ 段 階 ご と の フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 は 、 例 え
ば フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 布 、 ソ フ ト ベ イ ク 、 ハ ー ド ベ イ ク 、 露 光 、 定 着 、 現 像 、 エ ッ チ ン グ 等
の ス テ ッ プ を 介 す る こ と に よ っ て 、 導 体 層 を パ タ ー ン 化 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ を 見 る と 、 ス テ ッ プ １ ０ ０ で 、 基 板 を 提 供 し 、 こ の 基 板 は 透 明 な 基 板 で あ り 、 例 え
ば 、 ガ ラ ス 基 板 あ る い は 石 英 基 板 等 で あ る 。 続 い て 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ で 、 基 板 上 に １ 層 の
第 n導 体 層 を 形 成 し 、 そ の う ち n＝ １ ,２ ,… ,nで あ り 、 こ の 実 施 例 で の 導 体 層 は 、 第 何 層 の
導 体 層 に 限 定 さ れ ず 、 静 電 破 壊 状 態 の 導 体 層 が 発 生 し さ え す れ ば 、 こ の 実 施 例 の 方 式 に よ
り 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 後 す ぐ に 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ で 、 第 １ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 第 n導 体 層
を パ タ ー ン 化 し て 、 数 個 の 独 立 回 路 お よ び 各 独 立 回 路 を 連 結 す る 連 結 部 を 形 成 す る 。 こ れ
と 同 時 に 、 基 板 端 部 に 先 端 放 電 機 構 を 製 造 す る こ と が で き る の で 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ
イ の 主 要 な 回 路 に 影 響 が な い 場 合 、 先 端 放 電 の 原 理 に よ り 環 境 中 に 誘 発 さ れ て 累 積 し た 静
電 電 位 を 分 担 な ら び に 下 げ て 、 基 板 の 電 位 を 下 げ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 後 、 再 び 図 １ を 見 る と 、 次 の １ 層 の 導 体 層 が 形 成 さ れ る 前 に 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ を 行
い 、 第 ２ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 第 n導 体 層 を パ タ ー ン 化 し て 、 各 独 立 回 路 を 連
結 す る 連 結 部 を 取 り 除 く 。 続 い て 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ を 行 な う こ と が で き 、 基 板 上 に １ 層 の
第 n絶 縁 層 を 形 成 し て 第 n導 体 層 を 覆 い 、 こ の 実 施 例 中 で の 第 n絶 縁 層 は 、 例 え ば 誘 電 層 で
あ る 。 ス テ ッ プ １ ０ ８ の 後 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ に 戻 る こ と が で き 、 再 び 基 板 上 に 次 の １ 層 の
導 体 層 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 実 施 例 が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 方 法 に 応 用 さ れ る と き 、 上 記 の ２ 段 階 フ ォ
ト マ ス ク の 製 造 工 程 に 基 づ く こ と が で き 、 例 え ば 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ を 先 に 行 い 、 基 板 上 に
１ 層 の 第 １ 導 体 層 (n＝ １ )を 形 成 し た 後 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ を 行 い 、 第 １ 導 体 層 を パ タ ー ン
化 し て 、 ゲ ー ト お よ び 数 本 の ゲ ー ト と 連 続 す る ス キ ャ ン ラ イ ン (scan line)等 の 独 立 回 路
お よ び 前 記 の 各 独 立 回 路 を 接 続 す る 連 結 部 を 具 備 す る 第 １ 導 体 層 を 形 成 す る 。 そ の 後 、 ス
テ ッ プ １ ０ ６ を 行 い 、 第 １ 導 体 層 の 連 結 部 を 取 り 除 く 。 続 い て 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ で 、 基 板
上 に 第 １ 絶 縁 層 (n＝ １ )を 形 成 し て ゲ ー ト 絶 縁 層 (gate insulating)と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ れ か ら 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ を 繰 り 返 す こ と が で き 、 基 板 上 に １ 層 の 第 ２ 導 体 層 (n＝ ２ )
を 形 成 し 、 続 い て ス テ ッ プ １ ０ ４ を 行 い 、 第 ２ 導 体 層 を パ タ ー ン 化 し 、 そ れ を ソ ー ス /ド
レ イ ン お よ び 数 本 の ソ ー ス /ド レ イ ン と 連 続 す る デ ー タ ラ イ ン (date line)等 の 独 立 回 路 お
よ び 前 記 の 独 立 回 路 を 接 続 す る 連 結 部 を 具 備 す る 第 ２ 導 体 層 と す る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ １
０ ６ を 行 い 、 第 ２ 導 体 層 の 連 結 部 を 取 り 除 く 。 続 い て 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ で 、 基 板 上 に 第 ２
絶 縁 層 (n＝ ２ )を 形 成 し て 保 護 層 と し 、 そ の う ち 第 ２ 絶 縁 層 は 数 個 の コ ン タ ク ト ウ イ ン ド
ー を 備 え て い る 。 そ の 後 、 第 ２ 絶 縁 層 上 に 数 個 の 画 素 電 極 を 形 成 で き る こ と に よ っ て 、 画
素 電 極 を コ ン タ ク ト ウ イ ン ド ー に よ り 第 ２ 導 体 層 の ソ ー ス /ド レ イ ン の 一 端 と 電 気 的 に 連
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続 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 他 、 こ の 発 明 の 第 １ 段 階 お よ び 第 ２ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 の 差 異 の 説 明 を 図 ２
に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ で 示 す も の は 、 図 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ 製 造 工 程 の ス テ ッ プ １ ０ ４ に 基 づ く
回 路 レ イ ア ウ ト 見 取 り 図 で あ る 。 図 ２ を 見 る と 、 図 面 で 示 す も の は 、 第 １ 段 階 フ ォ ト マ ス
ク 製 造 工 程 を 介 し た 後 、 パ タ ー ン 化 さ れ た 導 体 層 の 導 体 層 レ イ ア ウ ト ２ ０ ０ で あ り 、 そ の
う ち 数 個 の 環 状 回 路 の よ う な 独 立 回 路 ２ ０ ２ お よ び 前 記 の 独 立 回 路 ２ ０ ２ を 接 続 す る 連 結
部 ２ ０ ４ を 含 む 。 こ の 図 面 の 導 体 層 レ イ ア ウ ト ２ ０ ０ は 、 図 １ の ス テ ッ プ ２ ０ ４ 中 の パ タ
ー ン 化 さ れ た 導 体 層 を 説 明 す る う ち の 一 つ の 範 例 に す ぎ ず 、 導 体 層 レ イ ア ウ ト ２ ０ ０ の 様
式 を 限 定 す る も の で は な い 。 こ の 他 、 導 体 層 レ イ ア ウ ト ２ ０ ０ 中 の 連 結 部 ２ ０ ４ は 、 全 て
の 独 立 回 路 ２ ０ ２ を 相 互 に 導 通 で き さ え す れ ば よ い の で 、 例 え ば 図 ２ 中 の 上 下 ２ 列 の 独 立
回 路 ２ ０ ２ は 、 １ 個 の 連 結 部 の み で 導 通 で き れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ を 続 け て 見 る と 、 第 １ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 で 、 独 立 回 路 に 本 来 設 計 さ れ た 導
体 層 の パ タ ー ン を 互 い に 連 結 し て 等 し い 電 位 と し て い る の で 、 後 続 の 製 造 工 程 中 で 、 局 部
域 の 静 電 効 果 が こ の 導 体 層 間 の 電 位 差 の 過 大 を も た ら す こ と に よ る ア ー ク (arc)放 電 の 発
生 が な い こ と を 確 保 で き る 。 そ の 後 の 第 ２ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 は 、 次 の 一 層 の 導 体
層 が 形 成 さ れ る 前 に 行 わ れ て 、 導 体 層 レ イ ア ウ ト ２ ０ ０ 中 の 独 立 回 路 ２ ０ ２ を 接 続 す る 連
結 部 ２ ０ ４ を 取 り 除 く こ と に よ り 、 そ の う ち の 独 立 回 路 ２ ０ ２ を 残 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 他 、 図 １ の ス テ ッ プ １ ０ ４ の 後 、 静 電 防 止 装 置 の 製 造 を 提 示 し て い る の で 、 こ の 静
電 防 止 装 置 の 詳 細 な 説 明 を 図 ３ に 示 す 。
　 図 ３ (a)は 、 本 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ に 基 づ く 構 造 見 取
り 図 で あ り 、 図 ３ (b)と (c)は 、 図 ３ (a)の III部 分 の 拡 大 見 取 り 図 を そ れ ぞ れ 示 す 。 図 ３ (a
)、 図 ３ (b)と 図 ３ (c)を 参 照 す る と 、 こ の 発 明 の 静 電 防 止 装 置 は 、 ど れ か 一 層 の 導 体 層 が
パ タ ー ン 製 造 工 程 を 行 な う の と 同 時 に 基 板 ３ ０ ０ 端 部 に 製 造 さ れ 、 そ の 構 造 は 先 端 部 ３ ０
４ を 含 み 、 さ ら に 、 ２ つ 毎 の 先 端 部 ３ ０ ４ の 先 端 が 向 き 合 う (例 え ば 図 ３ (b))或 い は 互 い
に 交 錯 (例 え ば 図 ３ (c))し た 構 造 で あ る 。 そ の 他 、 先 端 部 ３ ０ ４ が ２ つ の 互 い に 隔 離 さ れ
た 導 線 ３ ０ ６ と そ れ ぞ れ 連 続 す る こ と が で き る 。 こ の 先 端 放 電 構 造 が 基 板 ３ ０ ０ 端 部 に 設
置 さ れ る の で 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ ２ に 影 響 が な い 場 合 は 、 先 端 放 電 の 原 理 に よ り 環 境
中 に 誘 発 さ れ て 累 積 し た 静 電 電 位 を 分 担 な ら び に 低 減 し て 、 基 板 ３ ０ ０ の 電 位 を 下 げ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 を 好 適 な 実 施 例 に 基 づ い て 以 上 の と お り 開 示 し て き た が 、 本 発 明 は こ の 実 施 例 の
み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 い か な る 当 業 者 で あ ろ う と 、 本 発 明 の 精 神 と 範 囲 を 逸 脱 し
な い と こ ろ で 種 種 の 改 変 が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 は 、 特 許 の 請 求 範 囲 で
特 定 す る も の を 基 準 と し な け れ ば な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に か か る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ に 基 づ く 製 造
工 程 ス テ ッ プ 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ で 示 す も の は 、 図 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ の 製 造 過 程 ス テ ッ プ １ ０ ４ に
基 づ く 回 路 レ イ ア ウ ト 見 取 り 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ (a)は 、 こ の 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に か か る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ に 基 づ く
構 造 見 取 り 図 で あ る 。 図 ３ (b)は 、 図 ３ (a)の III部 分 を 示 す 拡 大 見 取 り 図 で あ る 。 図 ３ (c)
は 、 図 ３ (a)の III部 分 を 示 す 拡 大 見 取 り 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
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１ ０ ０ 　 　 基 板 を 提 供 す る
１ ０ ２ 　 　 基 板 上 に 第 n導 体 層 を 形 成 す る
１ ０ ４ 　 　 第 １ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 第 n導 体 層 を パ タ ー ン 化 し て 、 数 個 の 独
立 回 路 お よ び 各 独 立 回 路 を 連 結 す る 連 結 部 を 形 成 す る
１ ０ ６ 　 　 第 ２ 段 階 フ ォ ト マ ス ク 製 造 工 程 に よ り 第 n導 体 層 を パ タ ー ン 化 し て 、 各 独 立 回
路 の 連 結 部 を 除 去 す る
１ ０ ８ 　 　 基 板 上 に 第 n絶 縁 層 を 形 成 し て 第 n導 体 層 を 覆 う
２ ０ ０ 　 　 導 体 層 の レ イ ア ウ ト
２ ０ ２ 　 　 独 立 回 路
２ ０ ４ 　 　 連 結 部
３ ０ ０ 　 　 基 板
３ ０ ２ 　 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
３ ０ ４ 　 　 先 端 部
３ ０ ６ 　 　 導 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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